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さいたま市の結果概要及び指導のポイント

※１　小学校学習指導要領による
※２　中学校学習指導要領（平成20年告示）においては、「資料の活用」の領域の内容となる
※３　中学校学習指導要領（平成20年告示）においては、「関数」の領域の内容となる
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    さいたま市の抽出調査結果【中学校】 
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            さいたま市（参考）   全国 
平均正答率      ６３．９％        ６２．１％   

            さいたま市（参考）   全国 
平均正答率      ５２．４％        ４９．３％ 

【結果概要】 
◇正負の数の計算〔Ａ１(２)〕、整式の加法と減法〔Ａ２(１)〕、簡単な連立二元一次方程式〔Ａ３(２)〕、方程式を 
  解く際に用いられている等式の性質〔Ａ３(３)〕、回転体がどのように構成されるか正しいものを選ぶ〔Ａ５(２)〕、 
  三角形の展開図として正しいものを選ぶ〔Ａ５(３)〕、線対称な図形を対称の軸で折り返したとき、対応する 
  点を答える〔Ｂ４(1)〕については、相当数の生徒ができている。 

◆与えられた三角形と合同な三角形を選ぶ〔Ａ６(３)〕、一次関数を表した事象を選ぶ〔Ａ１２〕、資料を整理した 

  図から最頻値を求める〔Ａ15(２)〕に課題がある。 

【指導のポイント】 
○具体的な事象について、与えられた条件や数量の関係を数学的にとらえ、課題解決のための結果や過程を、 
   見通しをもって学習を進められるようにする。さらに、得られた結果が具体的な事象の中で適切かどうかを 
   確認する活動を充実させる。 
○式、図、表、グラフなどを適切に用いて、数量や図形などに関する事実や手続き、思考の過程や判断の根拠 
   などを数学的に表現する活動を充実させる。 

※目盛りは、数学Ａにおける平均正答率の 

    最大値と最小値を設定しています。 

※目盛りは、数学Ｂにおける平均正答率の 

    最大値と最小値を設定しています。 

 ％ 

教師用リーフレット 

※さいたま市の結果は、抽出対象校の結果であり、 

   さいたま市全体の結果を表しているものではありません。 


